
日本笑い学会 浜松支部  

第 59回講演会のお知らせ 
日時：2020年 2月 29日(土) 15時～16時 30分(14：30受付開始) 

会場：アクトシティ浜松研修交流センター 第 51研修交流室 
（JR浜松駅から徒歩 5分 楽器博物館 5階） 

 

 「上方漫才をきく」 
大阪に生まれた私は、小学生の頃からラジオやテレビでお笑い番組を見聞きしました。とくに、 

我が家にテレビがやって来てからは、家族揃ってお笑い番組を見ることが多くなり、その時から上方 

漫才は私にとって身近なものとなりました。 

前回と同様に、中田ダイマル・ラケット、夢路いとし・喜味こいしをはじめと 

する「しゃべくり漫才」の往年の名人たちをはじめ、現在活躍中の漫才師も 

含め、手持ちのＤＶＤコレクションの中から選りすぐりの作品をご覧に入れて、 

上方漫才の魅力に触れていただきたいと思っています。 

 今回はとくに、「夫婦漫才コンビ」に焦点を当ててみたいと思います。 

 

日本笑い学会浜松支部長・医師   井上 邦雄 氏 
1948年大阪市に生まれる。小学生時代からラジオやテレビで上方芸人の出演するお笑い番組を 

見て育つ。１９７３年京都大学病院勤務。１９７７年から浜松医科大学勤務。浜松に来て、お笑い 

番組の少なさに大きな衝撃を受ける。１９９２年から２０１２年９月まで浜松労災病院勤務。 

大学卒業以来、形成外科医として勤務してきたが、病院を退職した同年１０月から、それまでの 

臨床医としての生活を離れ、産業保健・労働衛生関係の仕事に従事している。 

２００１年、日本笑い学会浜松支部を設立、支部長となる。 

現在、浜松市役所産業医、静岡産業保健総合支援センター所長。 

 

会場費として 500円いただきます（会員は無料）  

予約・事前申し込み不要です 当日、直接会場へお越しください 

主催：日本笑い学会 浜松支部 

            お問い合わせは ＴＥＬ053-437-4009         


